
 

 
指定管理者選定委員会における候補者の選定結果概要 

 

                                                         （課名：障害福祉課） 

１ 施 設 名        滋賀県立むれやま荘 

２ 施 設 の 概 要        

敷地面積  9,300.00㎡   延床面積  4,551.04㎡   
施設構造  鉄筋コンクリート造 １階建 等 21棟 

施設内容 
（所 在 地） 草津市笠山8丁目5-130 
 
（設置目的） 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第5条第11項

に定める障害者支援施設として、脳血管障害、脊髄損傷等急性期医療や急性期
リハビリテーション等を終えた中途障害者の方や高次脳機能障害者のある方等に
社会的リハビリテーションや医学的リハビリテーション、職業的リハビリテーション等
のサービスを継続的に提供し、自立および社会参加を支援する。 

 
（設置年月） 昭和59年４月 
 

３ 
 
募 
集 
概 
要 

募 集 方 法        公募 

募集要項配布期間        令和２年９月４日 ～ 令和２年10月９日 

申 請 受 付 期 間        令和２年９月４日 ～ 令和２年10月９日 

 
 
募
集 
内
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指 定 期 間       令和３年４月１日 ～ 令和６年３月31日（３年間） 

管理業務内容       

(1) 障害者総合支援法第５条第11項に規定する障害者支援施設として、同法第19条第１
項の規定に基づく介護給付費等の支給決定を受けた方との利用契約により、同法第
５条７項に規定する生活介護、同条第10項に規定する施設入所支援および同条第12
項に規定する自立訓練ならびに同条第13項に規定する就労移行支援の障害福祉サー
ビスを供与する業務 

(2) 障害者総合支援法第19条第1項の規定に基づく介護給付費等の支給決定を受けた方
との利用契約により同法第５条第８項に規定する短期入所の障害福祉サービスを供
与する業務 

(3) 高次脳機能障害の方に対する施設機能を活用した、自立および社会参加を支援する
社会的リハビリテーションや医学的リハビリテーション、職業的リハビリテーショ
ンを継続的に提供する業務 

管理料参考額        ２３８，１４９，０００円 （消費税および地方消費税を含む。） 

４ 応 募 状 況        

 

 

申 請 者 グループ申請の場合
の構成 

 
 
 
 
 

所在地   名  称 

近江八幡市安土町下豊浦4837番地2 
社会福祉法人
グロー 

 

                                 合計 １ 者  

５ 
 

審
査
の
概
要
お
よ 
び 
結

審 査 方 式        
滋賀県健康医療福祉部指定管理者選定委員会において、申請書類の内容について、

申請者のプレゼンテーションおよび質疑応答を行い、あらかじめ定めた審査基準に基
づき総合的に審査し、指定管理者の候補者を選定する。 

選定委員会委員        
   ＊委員長 
(50音順､敬称略) 

青木 雅子  （（公社）認知症の人と家族の会滋賀県支部副代表） 
植松 潤治  （滋賀県障害児者と父母の会連合会会長） 

＊津止 正敏  （立命館大学産業社会学部教授） 
皆川 香織  （滋賀県ＰＴＡ連絡協議会前理事） 
森田 淳一  （公認会計士） 
渡部 雅之  （滋賀大学副学長） 

審 査 基 準         別紙参照  



 

果 

審 査 経 過        

第１回滋賀県健康医療福祉部指定管理者選定委員会 
（開催日）令和２年７月30日 
（内 容）指定管理者募集要項および審査基準について検討 
第２回滋賀県健康医療福祉部指定管理者選定委員会 
（開催日）令和２年10月30日 
（内 容）申請者からのプレゼンテーション、候補者の選定 
第３回滋賀県健康医療福祉部指定管理者選定委員会 
（開催日）令和３年１月５～８日 
（内 容）指定管理募集要件の変更、今後の対応方針 
第４回滋賀県健康医療福祉部指定管理者選定委員会 
（開催日）令和３年１月28日 
（内 容）申請者からの状況説明、再プレゼンテーション、候補者の選定 
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指定管理者の

候補者 
社会福祉法人グロー 

評価結果、選

定理由および

選定委員会の

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価結果】 

 ○選定基準に基づく採点結果 

 

申請者 選定基準１ 選定基準２ 選定基準３ 選定基準４ 合 計 

 
社会福祉法人グロー 6.5/10 31/45 19.2/25 12/20 68.7/100 

                                  ※点数は各委員の平均値     （１００点満点） 

 ○各委員の採点結果 

 

 

申請者 Ａ委員 Ｂ委員 Ｃ委員 Ｄ委員 Ｅ委員 Ｆ委員 合計 平均値 
 

社会福祉法人グロー 68 70 65 67 74 68 412 68.7 

 

 ○提示額一覧表 

 

 

申 請 者 提 示 額  

 社会福祉法人グロー  ２３８，１４９，０００円 

  

【選定理由】 

選定基準である①県民の公平な利用の確保、②施設の効用を最大限に発揮させるこ

と、③管理に係る経費の縮減、④安定した管理運営能力の４つの基準に基づき採点審

査を行った結果、委員会にて目安とされた点数を上回る評価を得た。 
 

【指定管理者選定委員会の概要】 

・指定管理者の選定にあたり、指定管理期間を５年から３年に変更したことによる新

たな事業計画および申請法人のハラスメント等緊急時への対応、体制を含めた管理

能力等について、選定基準により再度の審査を行うため委員会を開催。 

・選定委員会においては、申請法人より各施設運営計画および訴訟事案を受けての法

人内での対応状況等について説明が行われ、委員より法人に対して質疑応答が行わ

れた。委員からは、相談窓口の設置等、ハラスメントに対する法人の取組状況や、

理事会と評議員会の関係性などの法人の内部けん制機能のあり方について、確認が

行われた。 

・審査にあたり委員からは、訴訟案件の事実関係が明らかになっていない中で十分な

審査を行うことの難しさ、法人のハラスメント対応や内部けん制体制について、意

見をいただいたが、選定基準に基づく採点の結果、委員会において基準点と定めた

60点を上回った。 

・選定委員会としては、指定管理を任せることは「了」とするが、「管理を安定して

行う能力を有すること」（法人ハラスメント対応や内部けん制体制）については、

懸念が残るため、今後の法人の改善状況を見守っていく必要があるという意見が付

された。 

 

上記の結果、社会福祉法人グローを指定管理者の候補者として選定した。 

 



別紙≪滋賀県立むれやま荘 指定管理審査基準≫ 

選定基準 

（条例第６条第２項） 

審査項目 審査内容 確認する書類 配点 

(100点満点) 

１ 事業計画の内容が、県民の公

平な利用を確保することがで

きるものであること（１号） 

・公平な利用を図るための具体的

手法および期待される効果 

・県立施設として県内全域を対象とした事業展開が可能であるか。 

・使用許可手続きの公平性が確保されているか。 

・広く利用を呼びかける具体的手法が講じられているか。 

・事業計画書 

 （運営方針） 

 （運営計画） 

１０ 

２ 事業計画の内容が、施設の効

用を最大限に発揮させるもの

であること（２号） 

・施設の設置目的および県が示し

た管理の方針との整合性 

・施設の設置目的を理解しているか。 

・県が示した管理の方針と事業者が提案した運営方針が合致するか。 

・事業内容が設置目的や管理方針に沿ったものとなっているか。 

・事業計画書 

 （運営方針） 

 （運営計画） 

 （実施体制表） 

・収支計画書 

１０ 

４５ 

・利用者の増加を図るための具体

的手法および期待される効果 

・利用拡大の取組内容は適切か。 

・地域、関係機関、ボランティア等との連携が図られているか。 

・対外的な情報提供（広報等）、情報発信は適切か。 

１０ 

・サービスの向上を図るための具

体的手法および期待される効

果 

・サービス向上のための取組内容は適切か。 

・申請要項に示した内容への提案は適切か。 

・全体的に施設の設備、機能を活用した内容となっているか。 

・県民ニーズの把握やその対応策が適切か。 

・利用者等からの苦情処理対応は適切か。 

・自主事業は、施設の設置目的に沿い、管理業務との相乗効果が期待できるか。 

１０ 

・施設の維持管理の内容、適格性

および実現の可能性 

・求めている実施水準が実施計画書で提案されているか。 

・施設管理、安全管理は適切か。 

・維持管理は効率的に計画されているか。 

５ 

・施設の設置目的を達成するため

に必要な専門性が確保されて

いるか 

・事業実施に必要な専門職員が確保されているか 

・事業実施にあたり相当の知識および経験を有する者を従事させ、中途身体障害

者や高次脳機能障害者等への支援等に関して専門的技術を確保できているか。 

１０ 

３ 事業計画の内容が、施設の管

理に係る経費の縮減が図られ

るものであること（第３号） 

・施設の管理運営に係る経費の

内容 

・県が示した管理料の参考額の範囲内であるか。 

・具体的な経費節減の計画があるか、実効ある取組が期待できるか。 

・管理運営経費の縮減に取り組む提案となっているか。 

・事業計画書 

・収支計画書 
２５ 

４ 事業計画に沿った管理を安定

して行う能力を有すること 

（第４号） 

・収支計画の内容、適格性およ

び実現の可能性 

・収入、支出の積算と事業計画の整合性は図られているか。 

・収支計画の実現可能性はあるか。 

・事業計画書 

・収支計画書 

・団体概要書 

・定款 

・登記事項証明書 

・財務諸表等 

２０ 

・安定的な運営が可能となる人

的能力 

・職員体制は十分か。 

・職員採用・確保の方策は適切か。 

・職員の指導育成、研修体制は十分か。 

・安定的な運営が可能となる経

理的基盤  

・法人の財務状況は健全か。 

・施設の運営実績 ・当該施設を良好に運営した実績はあるか。 

・その他適切な管理を行うため

の能力 

・個人情報の保護が図られているか。 

・情報公開への対応は適切か。 

・環境への配慮がなされているか。 

・組織としての目標設定を行っているか。 

・防災、防犯その他緊急時への対応、体制は適切か。  


